
リスクコミュニケーションに関する取組について 
 
リスク分析の考え方に基づき、リスク管理、リスク評価を実施する関係行政機関が

連携して、リスクコミュニケーションを推進している。食品安全委員会、厚生労働省、

農林水産省、環境省では、それぞれの担当官による４府省リスクコミュニケーション

担当者会議を隔週で開催するなど調整を図りつつ、従来型の一方的な情報提供になら

ないよう、分かりやすい情報の提供や御意見募集など双方向のコミュニケーションの

実現に努めている。 
第 32 回リスクコミュニケーション専門調査会（平成 19 年 6 月 11 日）での報告以

降、食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省が連携して実施した意見交換会・説明

会等は、以下のとおりである。 
 

 
１．三府省連携による意見交換会・説明会等（平成 19 年 6 月 5 日～平成 19 年 7 月 27 日） 

（１）三府省共催 
会議名・主催 開催地 

No 開催日 
講演テーマ・講演者 参加人数

食品に関するリスクコミュニケーション 

－食の安全を理解する上での食育の役割－ 
福井県 

1 6 月 10 日 「食の安全を理解する上での食育の役割 

～リスクをどうとらえるか」 

唐木 英明（食品安全委員会リスクコミュニケーション専門委員） 

56 名 

 
（２）リスク評価機関（食品安全委員会）主催 

会議名・主催 開催地 
No 開催日 

講演テーマ・講演者 参加人数

食品に関するリスクコミュニケーション－食中毒原因微生物の

リスク評価案件の選定に関する意見交換会（東京）－ 
東京都 

1 6 月 22 日 

「微生物のリスク評価の国際背景と審議経過」 

渡邉 治雄（微生物・ウイルス合同専門調査会座長） 

「日本における微生物リスク評価の進め方」 

  春日 文子（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

「牛肉を主とする畜産物中の腸管出血性大腸菌」 

  工藤 由起子（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

「鶏卵中のサルモネラ・エンテリティディス」 

  中村 政幸（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

「カキを主とする二枚貝中のノロウイルス」 

  西尾 治（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

「鶏肉を主とする畜産物中のカンピロバクター・ジェジュニ／コリ」 

  牧野 壯一（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

96 名 
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食品に関するリスクコミュニケーション－食中毒原因微生物の

リスク評価案件の選定に関する意見交換会（大阪）－ 
大阪府 

2 6 月 25 日 

「微生物のリスク評価の国際背景と審議経過」 

渡邉 治雄（微生物・ウイルス合同専門調査会座長） 

「日本における微生物リスク評価の進め方」 

  春日 文子（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

「牛肉を主とする畜産物中の腸管出血性大腸菌」 

  工藤 由起子（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

「鶏卵中のサルモネラ・エンテリティディス」 

  中村 政幸（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

「カキを主とする二枚貝中のノロウイルス」 

  西尾 治（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

「鶏肉を主とする畜産物中のカンピロバクター・ジェジュニ／コリ」 

  牧野 壯一（微生物・ウイルス合同専門調査会専門委員） 

68 名 

 
（３）リスク管理機関（厚生労働省・農林水産省）主催 

会議名・主催 開催地 
No 開催日 

講演テーマ・講演者 参加人数

米国産牛肉輸出認定施設の現地査察結果についての説明会 

主催：厚生労働省、農林水産省 
東京都 

 

1 

 

6 月 21 日 米国における食肉処理施設の現地査察結果などについて 

厚生労働省食品安全部監視安全課 

課長補佐 蟹江  誠 

148 名 

米国産牛肉輸出認定施設の現地査察結果についての説明会 

主催：厚生労働省、農林水産省 
大阪府 

 

2 

 

6 月 22 日 米国における食肉処理施設の現地査察結果などについて 

  農林水産省消費・安全局動物衛生課 

課長補佐 沖田 賢治 

80 名 

 
 

 
 
 


